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昭和100年という大きな節目の年も、あと１ヶ月ほどになりました。昭和は、日本に

とって激動の時代であり、戦後の悲劇から立ち上がり、奇跡的な復興を成し遂げ、世界

第２位の経済大国へと駆け昇った「成長の時代」でした。 

現在の子どもたちが大人になり社会の担い手となる頃には、人工知能（AI）技術の進化と普及、グ

ローバル化の深化、そして環境問題といった地球規模の課題など、社会は私たちの想像を超えて変化

しているかもしれません。今の教育には、この予測不可能な時代を生き抜く力が求められており、子

どもたちが「生きる力」を育み、未来を自律的に切り拓くことができるようにすることを目指してい

ます。学習指導要領では、この「生きる力」は、具体的に以下の三つの柱からなる資質・能力として

示されています。 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

一つ目は、何を理解し、何ができるかという「知識及び技能」です。単なる暗記ではなく、基礎的・

基本的な知識を確実に習得し、それらを活用して様々な課題に対応できる技能を身につけることが重

要です。情報化社会においては、膨大な情報の中から必要な情報を主体的に選択し、正確に読み解き、

活用する力が、この知識・技能の重要な一部となります。 

二つ目は、理解していることやできることをどう使うかという「思考力、判断力、表現力等」です。

これは、知識を単なる断片としてではなく、深く理解し、それを用いて課題を解決したり、新しい価

値を創造したりする力です。物事の関係性を捉え、筋道を立てて考える力、様々な視点から情報を読

み取り最善の選択をする力や、自分の考えを言葉やその他の方法で相手に分かりやすく伝える力など

があります。グローバル化が進む社会において、異なる価値観を持つ人々と協働し、合意形成を図る

ためにも、この力は欠かせません。 

三つ目は、どのように社会や世界と関わり、より良い人生を送るかとい

う「学びに向かう力、人間性等」です。これは、子どもたちが生涯にわた

って学び続け、より良い社会を築いていくための土台となるものです。自

分で目標を見つけ粘り強く取り組む力、他者を尊重し多様な人々と協力

する力や、豊かな感性を持ち社会の中で自らの役割を果たそうとする力

などがあります。 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

これらの三つの柱は、学校教育のあらゆる場面で育成を目指すものですが、学校での学びだけで完

結するものではありません。特に「学びに向かう力、人間性等」は、日々の家庭や地域での関わりや

体験を通して、その根が深く張っていくものです。 

これからの社会を担う子どもたちが、自らの可能性を信じ、たくましく生きていくため、本校では、

知・徳・体のバランスの取れた資質・能力を育むよう、取組を進めてまいります。保護者、地域の皆

様には、引き続き本校の教育活動へのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

未来を拓く「生きる力」  校長 青柳 信正 

 

学校ホームページ 
定期更新中！ 

https://www.otaru.ed.jp/zenibako/


●12月の学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 保健体育 技術・家庭 英 語 

１
年 

今に生きる言葉 
「不便」の価値 
を見つめ直す 
助言を自分の 
文章に生かそう 
漢字に親しもう 
文法への扉２書写 

（地理） 
北アメリカ州 
～ 
オセアニア州 

第５章２節  
基本の作図 
～ 
章の問題A 

大地の変化 
第１章 
火をふく大地 
～ 
第２章 
動き続ける 
大地 

箏 
六段の調 

構成の美しさ 
消しゴム 
はんこで 
もようを 
作ろう 

バスケット 
ボール 

（技術） 
木材加工の製作 
プラスチックの
特特 
（家庭） 
私たちの消費 
生活と環境 

Program7 
Research on  
Australia 

２
年 

君は「最後の晩
餐」を知ってい
るか 
「最後の晩餐」
の新しさ 
書写 
文法への扉 

（地理） 
近畿地方 
～ 
関東地方 

第５章２節 
二等辺三角形 
になるための 
条件 
～ 
平行四辺形 

第１章  
静電気と電流 
～ 
第２章  
電流の性質 

歌舞伎 
アルトリコー
ダー 

心の中の世界 
（鑑賞） 
妖怪を 
つくろう 

バスケット 
ボール 

（技術） 
エネルギー変換
技術の原理と 
仕組み 
（家庭） 
私たちの消費 
生活と環境 

Reading2 
Friendship 
beyond Time  
and Borders～ 
Power-up4 
空港アナウンス
を聞こう 

３
年 

夏草（おくのほそ道） 
漢字３ 
それでも言葉を  

市場経済の 
仕組みと金融 
～ 
経済の持続可能
性と真の豊かさ 

第７章２節  
三平方の定理
の利用 
～ 
第８章 
標本調査 
章の問題A 

第１章 
自然のなかの
生物 
～ 
第３章 
科学技術と 
人間 

耳でたどる 
音楽史 
 

色と形のコラボ 
レーション 

バスケット 
ボール 

（技術） 
計測・制御の 
プログラミング 
順次、分岐、反復 
（家庭） 
私たちの成長と
家族・地域 

OP8レストランに 
SDGsの取り組みを 
提案しよう ～ 
Program7 
Robots Can 
Improve  
Quality of Life 

12月の行事予定 
★：放課後自習室（平井先生）の実施日 

ＳＣ：相場スクールカウンセラーの来校日 

日 曜 行事予定 授業 

1 月 会議日 部活なし 6 

2 火 ヒグマに関する講演会 6 

3 水 児童会生徒会オンラインミーティング 5 

4 木 進路委員会                        ＳＣ 6 

5 金 特別支援４校交流学習 6 

6 土   

7 日   

8 月 会議日 部活なし 5 

9 火  6 

10 水 一斉専門委員会 PTA事務局会議 6 

11 木 全校協議会 6 

12 金 部活なし 6 

13 土                

14 日   

15 月 ６時間目 冬休みの計画 部活なし 6 

16 火 特別支援近隣校交流学習 6 

17 水  6 

18 木 ＳＣ ★ 6 

19 金 
新入生保護者説明会（15：00～）  ★ 

Ｒ８評価システム改善説明会 
5 

20 土   

21 日   

22 月  6 

23 火 終業式 会議日 部活なし 6 

24 水 大掃除  5 

25 木 冬の自習室① 9：00～11：00  

26 金 冬の自習室② 9：00～11：00  

27 土   

28 日   

29 月 学校閉庁日  

30 火 学校閉庁日  

31 水 学校閉庁日          

 

●第44回全国中学生人権作文コンテスト（札幌地方大会）で最優秀賞！ 

１年生○○○○さんの作品が121校3,773篇の応募作品の中から、 

最優秀賞に選定されました！ 12/4にFMおたるや北海道新聞で作文が

紹介され、12/9にはサッポロファクトリーで表彰式 

が行われます。以下、全文を掲載いたします。 

●新入生体験入学を実施しました 

10月31日に、銭函小・桂岡小・張碓小の６年生74名を対象に、体験

入学を実施しました。当日は新しい制服のお披露目や校舎案内、授業見学。 

がありました後半には、複数の教室に分か

れ、中学２年生が、６年生にスライドを見せ

ながら、学習や部活動など学校の説明を発表

しました。参加した児童は「緊張するけど、

勉強をがんばりたい」と話していました。 

 

人権について考えたこと  ○○ ○○ 

 

最近、クラスでちょっとしたトラブルがありました。きっか

けは、ある友達が小学校の卒業アルバムの写真をスマートフォ

ンで撮影して、グループラインに送ったことでした。最初のう

ちは「懐かしい」「このときの顔、やばい」と笑いながら盛り上

がっていましたが、ある子が「それ、見せないでほしかった」

と言ったことで場の雰囲気が一気に変わってしまいました。 

写真を送った子は「悪気はなかった」と言いましたが、そ

の言い方が少し強く、そこから小さな言い合いに発展しまし

た。周りの子たちも「そんなの気にしすぎだよ」という意見

と「嫌だって言ってるんだからやめなよ」という意見に分か

れ、教室全体が少しギスギスした空気になりました。 

私はそのとき、どちらの気持ちもわかる気がしました。

送った子はただ思い出を共有したかっただけだと思いま

すし、嫌だと感じた子の気持ちも理解できます。家に帰っ

てからも何だかモヤモヤした気持ちが残り、どう考えた

らよいのか分からなくなってしまいました。そこで母に

「人権ってどんなもの？」と聞いてみました。 

母は「人には、自分のことを自分で決める権利があるん

だよ。たとえ悪気がなくても、相手が嫌だと感じたら、その

気持ちを大事にすることが思いやりなんだよ」と話してく

れました。その言葉を聞いて、私は「なるほど」と思いまし

た。私はこれまで「人権」と聞くと、戦争や差別のニュース

で出てくる大きな問題ばかりをイメージしていました。し

かし、実は私たちの日常生活の中でも、人権はとても身近

なものとして関わっているのだと気づいたのです。 

たしかに、自分が大丈夫だと思うようなことでも、相手

がどう感じるかは分かりません。自分がいいことだと思っ

て悪気なくやったことが、実は誰かを深く傷つけてしまう

かもしれません。だからこそ、「これ、見せていいかな」と 

一度立ち止まり、相手の気持ちを考えてから行動するこ

とが大切だったのだと思います。 

特にSNSやLINEなどのネット上でのやり取りは、便利で

楽しい反面、言葉や写真が一瞬で多くの人に広まってしまう怖

さがあります。たとえ本人に悪気がなくても、相手にとっては

プライバシーを侵害されたり、恥ずかしい思いをさせられたり

することがあります。受け取り方は人によって違い、冗談のつ

もりがいじめのように感じられてしまうこともあります。私は

今回の出来事を通して、ネット上での軽い気持ちの行動でも、

人権に関わる大きな問題になり得るのだと実感しました。 

この出来事があってから、みんなでどうすればよかっ

たのかを話し合いました。「送る前に本人に確認すればよ

かった」「嫌だと言われたらすぐに消すべきだ」といった

声を出し合ううちに、だんだんと前向きな雰囲気に変わ

っていきました。私はこのことをきっかけに、クラス全体

が以前よりも相手の気持ちを考えて行動するようにな

り、少し成長できたように感じています。 

人権とは、誰もが安心して自分らしく生きるために必要

な大切な権利です。それを守るためには、特別なことをす

る必要はなく、日常の小さな場面で思いやりを持って行動

することが第一歩なのだと思います。相手がどう感じるか

を想像すること、嫌だと伝えてくれた気持ちを尊重するこ

と。それが人権を守ることにつながるのだと実感しました。 

私は今回の経験を通して、「自分の言葉や行動に責任をもつ」

ということの重さを学びました。これから先もきっと、友達や

周りの人と意見がぶつかることはあると思います。しかし、そ

のときに「人権」という視点を思い出せば、相手を尊重する行

動を選べるのではないかと思います。私はこれからも、自分の

言葉や行動に気をつけて、周りの人を大切にできるようにした

いです。そして、小さな思いやりを積み重ねて、みんなが安心

して過ごせるクラスをつくっていきたいと思います。 


